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三田市携帯サイトさんだ
市議会だより

・12月定例会で21議案を審議、可決
（2・3面）

・委員会の活動・三田市のここが見たい!
 （2面下段）

・一般質問に13人の議員が登壇（4・5面）
・小学生が議場を見学（6面）

議会
トピックス PICS

　12月 24日、議会基本条例をテーマに加藤幸雄先生（元市議会議長会）をお迎えし、
議員研修会を開催しました。
　研修会では議員から、重要計画への参画など議会の権限拡大、重要問題について
議会が市民から意見を聴く場を設置することなどについて質問がだされました。
　三田市議会では、昨年 10月に議会基本条例検討特別委員会を立ち上げ、現在、
策定に向けての議論を行っていますが、この研修を活かし、市民の目線に立つ開か
れた議会を目指すとともに、より一層の機能強化を図っていきます。

議会のパワーアップを目指して
議員研修会を開催

平成22年12月定例会
　11月30日から12月17日までの18日間の会
期で開催しました。
　期間中の本会議は4日間、委員会は3日間、
80人の方に傍聴にお越しいただきました。

　公職選挙法で議員の選
挙区内での寄附などが厳
しく禁止されています。
市民と議員がいっしょに
ルールを守りましょう。

多世代交流館（ふらっと）

お歳暮やお年賀 代理で出席する
場合の結婚祝や
葬式の香典

町内会の集会や
旅行などの寸志や
差し入れ

お祭りへの寄附や
差し入れ

町内会の集会や　公職選挙法で議員の選
挙区内での寄附などが厳
しく禁止されています。
市民と議員がいっしょに
ルールを守りましょう。
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ルールを守ろ
う! 議員の寄附は禁止です。 贈らない！ 求めない！ 受け取らない！

ソイ（大豆油）インキ、古紙再生紙を使用しています。



補正予算 今後のお金の使い方が決まりました。

議員がきく
　　三田市子育て支援のための医療費の助成に関する
条例を制定することにより、新たにどれくらいの費用が
かかりますか。

　　新たに、小学校4年生から6年生の通院費を助成することで8,500万
円、所得制限を撤廃して通院費・入院費を助成することで6,500万円の費用
がかかり、合計1億5千万円の増額となります。

A

議員がきく
　　この条例による乳幼児等の医療費助成により、毎
年1億5千万円もの費用がかかりますが、子ども達の将
来のためには市の借金が増えないようにすることが大
切であり、長期的な財政計画を示すべきです。

　　三田市では、全国平均と比べて27歳から40歳までの人口が少なくなっ
ています。市の活力を高め、税収を増やすためには、この世代の人口増加が
必要であり、子育て施策を重点的に実施していきます。

A

ご存知ですか？
議長の椅子

　議場の傍聴席、議員席に向かい合
わせの高座に“議長の椅子”があり
ます。
　昭和33年7月1日の市制施行以
降、延べ54人の議長が座わりまし
た。
　議長がこの椅子に座り、そして“開
議宣告”を
議員に告知
したとき、そ
の日の本会
議が開かれ
ます。

  4月14日 愛知県岡崎市 多世代交流館について
  4月28日 北海道室蘭市 多世代交流館について
  5月11日 静岡県焼津市 病院経営について
  5月11日 埼玉県新座市 こども消防隊、消防行政について
  7月27日 愛知県高浜市 さんだ子ども発達支援センターについて
  7月28日 福島県須賀川市 三田市公営住宅再生マスタープランについて
  8月  4日 福岡県古賀市 地区計画・景観創造を目指す積極的取組みについて
  8月  9日 茨城県行方市 食と農の振興ビジョンについて
10月  6日 山形県鶴岡市 議会運営、まちづくり基本条例策定に向けた経過について
10月  6日 群馬県伊勢崎市 多世代交流館について
10月13日 尾張西部議会事務局事務協議会 議会運営について
10月20日 由利本荘市 三田肉ブランド振興検討会について
10月26日 鳥取県南部町 地域特産振興について
10月27日 滋賀県彦根市 まちづくり基本条例検討特別委員会及び議会運営について
10月28日 神奈川県南足柄市 景観条例及び新市街地景観計画について
10月28日 大分県佐伯市 多世代交流館を通した子育ての推進について
11月11日 静岡県湖西市 企業立地促進優遇措置及び駅前再開発整備構想について

委員会の活動

三田市土地開発公社
※

などから、
「住環境保全用地」として
５億７7 百万円で取得します。

　　産業廃棄物処理施設跡地の取得については、平成９年に県と市が費用
分担について協定を締結しましたが、その時点の土地鑑定評価額で買い戻
しを行うものです。

A

議員がきく 　　産業廃棄物処理施設跡地の買い戻し価格につい
て、1㎡当たり約27,000円の単価は少し高いと思いま
すが、適正なのでしょうか。

※三田市土地開発公社は、道路や公共施設の整備のため用地の先行取得な
どを行ってきましたが、土地の取得を伴う事業が減少してきたことや地価
の上昇がなくなり、先行して土地を取得する必要性が小さくなりました。
　このため、市が公社所有地を全て買い戻すことにより、平成 24年度に
土地開発公社は解散する予定です。

これまでの経過

【歳入歳出予算補正】
補正額　　　　  802,463 千円 
補正後の額　35,639,350 千円
〔内容〕
･ 北摂対策事務費 577,419 千円
･国県支出金返納金 6,094 千円
･自殺対策推進事業費 1,000 千円
･自立支援給付事業費 146,400 千円
･地域生活支援事業費 4,378 千円

･高額障害福祉サービス費 　　△ 1,324 千円
･他会計支出金 1,247 千円
･農業構造改善事業費 11,125 千円
･中小企業経営安定化対策事業費 11,900 千円
･都市計画街路整備事業費 83,000 千円
･私立幼稚園就園奨励事業費 4,000 千円
･職員給与費等 △ 103,307 千円
･市議会議員報酬等 △ 11,086 千円
･予防接種事業費 71,617 千円

【債務負担行為補正】
･県議会議員選挙執行費
　期 間…平成 22年度から平成 23年度まで 限度額…2,600 千円

･ 総合福祉保健センター指定管理費
  期 間…平成 22年度から平成 27年度まで 限度額…303,500 千円

･ 障害児療育センター指定管理費
  期 間…平成 22年度から平成 27年度まで 限度額…742,000 千円

平成 22年度三田市一般会計補正予算 (第 3号､ 第 4号 )

【土地②】　所在：沢谷　面　積：197㎡
相手方：兵庫県企業庁　取得額：5百万円

【土地①】　所在：沢谷　面　積：21,325.35㎡
相手方：三田市土地開発公社
取得額：5億 72百万円（予定）

議員がきく
　　乳幼児等の医療費助成を拡充することも大切です
が、子育て世代の転入を図るためには、子どもの教育
の方が宣伝効果があるのではないでしょうか。

　　乳幼児等の医療費
助成を拡充すること以
外にも子育て施策を実
施しています。
　あらゆる手段を検証
して、魅力ある施策を
実施していくことが必
要であると考えていま
す。

A

　　県内トップレベルの医療費助成を行うことで、“子育てのまち三田”
として都市の魅力を高め、若者の定住や、子育て世代の転入と定着を図り
ます。全国的に少子高齢化や人口減少を迎える中、都市間競争に三田市が
勝ち残ることを目指していきます。

A

議員がきく 　　なぜ、乳幼児等の医療費助成において、所得制限
を撤廃するのですか。

＜ポイント＞
　人口急増期に転入してきた42歳から58歳までの世代とその子ども
世代が全国よりも多いが、27歳から40歳までの世代が、全国よりも
少なくなっています。
＜その結果…＞
　三田市で人口が多い42歳から58歳までの世代が、数年後から約20
年間に渡って高齢者年齢層に移っていくという全国的にもまれな特殊
事情が三田市にあります。そのことから、生産年齢人口（15歳から64
歳までの人口）が減少し、高齢化率が大幅に高まることになります。

三田市の人口構成 平成21年10月１日現在
三田市と全国の年齢別人口構成比較
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市当局案 委員会意見

・5階建ての新庁舎を建設。
・現在ある南分館は教育庁
舎、西 2 号庁舎は水道・
下水道事業庁舎、西庁舎
は会議室等に改修。

・分庁舎を新庁舎にまとめると事業
費が約 61 億 6千万円（当局試算）
となることから、分庁舎を残すの
は仕方がない。
・西庁舎、西 2号庁舎はエレベーター
を設置するなどバリアフリー化の
検討が必要。

新庁舎建設特別委員会 （平成 22 年11月15日）
　市民に新たな負担をかけずに新庁舎を建設するため、西庁舎、西 2
号庁舎、南分館の分庁舎を残し、これまで積み立ててきた庁舎整備基
金（約 55 億円）の範囲内で、5階建の新庁舎を建設することで合意
しました。（現在の本庁舎と西 3号庁舎（旧市民会館）は取り壊し）

三田市のここが見たい !
他市議会から視察に来られました（平成 22 年 4月から12月）　どなたでも市政に対する意見や要望を、直接、市議会に届けることが

できます。文書で提出していただきますが、その方法は？

1 請願と陳情の違いは？
　請願は、本会議で審議され、採択
（請願内容に賛成）か不採択（賛成
できない）かが決められます。採択さ
れた請願は、市長などに送り、その実
現を要請します。
※請願書の提出には、市議会議員の
紹介が必要です。

　陳情は、議会の委員会でその内容
や市の対応などを議員が審査しま
す。
※陳情書の提出には、市議会議員の
紹介は必要ありません。

2 書き方は？

3 どこに提出するの？
　市役所本庁舎2階の議会事務局に提出してくだ
さい。受付時間は平日の9時から17時30分までで
す。請願は郵送による提出も受け付けています。
（FAXや電子メールは不可）。

請願書

紹介議員　　
　　　　　㊞

陳情書

請願や陳情を三田市議会に届けるには？ ○○○○に関する請願書（陳情書）
平成　年　月　日

三田市議会議長　　　　　  様
 請願（陳情）者
 住所
 氏名　　　　㊞
 電話番号（連絡先）
 紹介議員
 氏名　　　　㊞
請願（陳情）の要旨・理由

請願（陳情）事項
1 ○○○○○すること
2 ○○○○○すること

　カルチャータウン煙害問題について、最後の１筆 197㎡の用地整理が完
了したことにより、市が三田市土地開発公社などから、産業廃棄物処理施
設跡地の２万１千㎡を５億７7百万円で取得します。

　カルチャータウン住民の健康被害の申出等への対応として、産業廃棄
物処理業者の操業停止による施設取壊し等に伴い、市土地開発公社など
が取得していた土地等を住環境保全用地として市が取得しようとするも
のです。

補正の目的

補正の内容

北摂対策事務費　５億 77百万円

歳出 歳入（財源内訳）
 土地開発公社への
貸付金元利収入　　 ３億 85百万円
一般財源（市税等）　１億 92百万円

・平成６年５月～ カルチャータウン住民から健康被害の訴えがある。
・平成６年 11月 産業廃棄物処理業者が自粛操業開始。
・平成７年 12月 カルチャータウン環境調査委員会を設置する。　　　
・平成９年３月 早期問題解決のため、同処理業者が操業を停止することとなり、県、

市、同処理業者の３者が補償について合意する。
・平成９年５月 県、市による費用の分担とその事務等について協定を締結する。
 施設補償費はカルチャータウン開発者の県が負担し、用地に係る経

費は市が負担することとなる。
・平成９年 県が施設及び用地の取得等を行い、同施設を閉鎖・除去する。
・平成 12年３月 市土地開発公社が県から同跡地を買い戻す。
・平成 22年 12月 市が市土地開発公社から同跡地を買い戻す補正予算が議決。

産業廃棄物処理施設跡地

条例の制定 ルールが決まりました。

子どもの医療費助成を
県下トップレベルに
拡大します。

時　期 現在（平成 23年 3月まで） 平成 23年 4月から
目　的 “福祉施策”として推進 “子育て施策”として推進

内
容

通 院 費 小学校 3年生まで無料 小学校 6年生まで無料
入 院 費 中学校 3年生まで無料 中学校 3年生まで無料
所得制限 所得制限あり 撤廃

　現在、乳幼児等の医療費助成により、通院費が小学校３年生まで無
料となっていますが、これを小学校６年生まで無料に拡充します。
　また、全ての子どもが親の所得に関係なく、等しく医療費助成が受
けられるよう、医療費助成の所得制限を撤廃します。

条例の内容

　次代の社会を担う乳幼児等の医療費を助成し、その健やかな育ちと
安心感のある子育てを支援します。

条例の目的

議論の争点「子育て施策⇒人口増加⇒税収増？」

カルチャータウン
ウッディタウン

カルチャータウン

学園
小学校

学園
小学校

ゆりのき台
中学校

あかしあ台
小学校

南ウッディ
タウン駅

すずかけ台
小学校

フラワータウン

富士小学校
富士中学校

平成23年2月1日 （3） 第104号 第104号 平成23年2月1日 （2）

12月定例会議案のあらまし 21議案を
審議



議 員 の 問質
　議員は、議会の本会議で、市政についての疑問点や
将来の方針を幅広く質問します。
　12月定例会では、13人の議員が質問に立ちました。
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道
に
統
合
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

　

特
に
西
相
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン

ト
を
公
共
下
水
道
に
編
入
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

市
内
８
箇
所
の
農
業
集
落
排
水
施

設
と
３
箇
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン

ト
施
設
で
は
、
耐
用
年
数
の
経
過
と
と

も
に
大
規
模
な
補
修
の
時
期
が
来
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
将
来
を
見
通
し
た
対
応

と
し
て
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
や
施

設
の
更
新
、
統
廃
合
の
可
能
性
を
費
用

対
効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
調
査
、
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
西
相
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
ト
施
設
に
つ
い
て
は
、
統
廃
合
し
や

す
い
条
件
が
整
っ
て
お
り
、
将
来
に
お

け
る
維
持
管
理
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
か
ら
優
先
的
に
統
合
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

ご
み
削
減
計
画
「
新
・
さ
ん
だ
ス

リ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
生
ご
み
堆
肥

化
を
し
て
い
る
市
民
同
士
の
情
報
交
換

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？　

 

市
で
は
、
家
庭
ご
み
の
減
量
及
び
資

源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
生
ご

み
処
理
容
器
等
の
購
入
補
助
を
実
施
し

て
お
り
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
が
、
堆
肥
化
に
取
り
組
む

市
民
相
互
の
情
報
交
換
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
整
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。　

　

今
後
は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
関
心

の
高
い
方
を
対
象
と
し
た
、
生
ご
み
堆

肥
化
の
講
習
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換

の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

 

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

特
に
池
尻
地
区
内
の
県
道
上
荒
川
三
田

線
に
は
歩
道
が
な
い
区
間
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
危
険
で
す
。
歩
道
設
置

に
向
け
た
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？

 

県
道
の
管
理
者
（
兵
庫
県
）
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
歩
道
未
整
備
区

間
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
、
本

年
度
か
ら
測
量
設
計
業
務
に
着
手
し
て

新
年
度
か
ら
用
地
買
収
・
工
事
着
手
の

予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線
は

近
年
、
交
通
量
が
増
加
し
、
歩
行
者
の

安
全
確
保
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今
後

も
機
会
あ
る
ご
と
に
県
に
要
望
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

 
市
長
に
と
っ
て
、
任
期
最
後
の

予
算
づ
く
り
の
時
期
が
来
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
、
新
年
度

の
予
算
で
ど
の
よ
う
に
市
民
を
守

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
三
田
を
つ
く
り

ま
す
か
？

 

新
年
度
は
、
市
の
総
合
計
画
の

最
終
年
度
と
な
り
、
私
が
市
民
の
皆

さ
ん
と
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

点
検
の
も
と
、と
り
わ
け
「
子
育
て
・

教
育
の
充
実
」「
元
気
な
高
齢
者
づ

く
り
」
な
ど
を
重
点
的
に
予
算
を
配

分
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
若
い
子

育
て
世
代
の
転
入
促
進
を
は
か
る
た

め
、
子
育
て
支
援
の
医
療
費
助
成
、

子
育
て
支
援
施
設
、
学
校
環
境
設
備

の
充
実
、
高
齢
者
や
小
児
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
へ
の
助
成
な
ど
の
予
算
化
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
三
田
の
魅
力
を

高
め
、
三
田
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
ま
す
。

 

市
民
の「
食
を
守
る
」観
点
か
ら
、

三
田
・
日
本
の
農
業
に
壊
滅
的
な
被

害
が
出
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

 

Ｔ

※

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
、
政
府
と

し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
言

及
は
控
え
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
を

は
じ
め
三
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

な
影
響
が
出
る
懸
念
か
ら
、
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
…
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
の
略
称
。
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
の
貿
易
自
由
化
だ
け
で
は
な
く
、

政
府
調
達
、
貿
易
円
滑
化
、
競
争
政

策
な
ど
の
幅
広
い
分
野
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
物
品
の
関
税
を
例
外
な

く
10
年
以
内
に
撤
廃
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

 

三
田
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、「
キ
ッ

ピ
ー
」に
家
族
を
作
り
、市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
た
せ
て
は
？

 

新
年
度
で
、
キ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
そ
の
仲
間
た
ち
に
つ
い
て
、

名
前
や
イ
ラ
ス
ト
を
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
公
募
し
て
設
定
し
て
い
き
ま

す
。
キ
ッ
ピ
ー
は
、
三
田
市
の
観
光

大
使
・
広
報
官
と
し
て
市
外
で
の
活

動
も
積
極
的
に
こ
な
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ッ
ピ
ー
グ
ッ
ズ
も
好
評
で

す
。
今
後
と
も
キ
ッ
ピ
ー
の
幅
広
い

活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

税
金
な
ど
を
払
え
な
い
人
で
多

重
債
務
に
お
ち
い
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
生
活
再
建
を
ま
ず
行
う
こ
と

で
税
の
滞
納
問
題
も
解
決
し
ま
せ
ん

か
？

 

多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
世
帯
へ
の
個
別
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン

タ
ー
消
費
生
活
相
談
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
多
重
債
務
者
の
生
活

再
建
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
情
報

交
換
な
ど
の
庁
内
連
絡
会
議
の
設
置

を
検
討
中
で
す
。

　

な
お
、
市
税
な
ど
の
滞
納
に
つ
い

て
は
、
高
額
で
処
理
困
難
な
事
案
に

つ
い
て
は
債
権
管
理
課
で
管
理
し
て

い
る
ほ
か
、
公
金
収
納
に
関
係
す
る

14
課
で
構
成
す
る
公
金
収
納
対
策
委

員
会
を
設
置
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

新
年
度
予
算
へ
の

市
長
の
意
気
込
み
は

質問議員 （質問順）　

北本　節代（真正会） 長谷川美樹（日本共産党） 檜田　　充（民主党三田）

酒井　一憲（自由民主党） 田中　一良（新政みらい） 平野　菅子（公明党）

福田　秀章（盟友会） 肥後　淳三（新政みらい） 松岡　信生（公明党）

城谷　恵治（日本共産党） 野上　和雄（民主党三田） 笠谷　圭司（自由民主党）

中田　初美（日本共産党）

負
担
が
無
料
に
な
る
こ
と
、
学
校
給

食
事
務
の
透
明
性
が
図
ら
れ
る
、
学

校
事
務
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
在
、
給
食
費
の
徴
収
・
管
理

の
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
て
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

パ
ソ
コ
ン
上
で
文
字
が
大
き
く

表
示
さ
れ
た
り
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
な

ど
の
機
能
が
あ
る
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
。
読
み
書
き
が
困
難
な
児
童
生
徒

な
ど
に
有
効
で
す
。
こ
の
教
科
書
を

教
育
現
場
や
保
護
者
に
も
っ
と
普
及

さ
せ
て
い
く
べ
き
で
す
。　

 

三
田
市
が
採
択
し
て
い
る
教
科

書
の
う
ち
国
語
、
社
会
、
理
科
な

ど
で
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
ソ
フ
ト

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
イ
ジ
ー

教
科
書
が
有
効
な
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
家
庭
学
習
や
学
校
の
個
別
指

導
の
場
面
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
学
校
現
場
や
必
要
に
応
じ
て
保

護
者
の
方
に
も
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

 

脳
卒
中
な
ど
に
よ
り
障
害
が
あ

る
方
の
医
療
訓
練
終
了
後
の
サ
ポ
ー

ト
支
援
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
？　

 

脳
卒
中
な
ど
に
よ
り
障
害
が
あ

る
方
へ
の
介
護
予
防
事
業
と
し
て

「
わ
か
ち
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
５
年
間
支
援
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
方
が
高

齢
化
し
介
護
保
険
事
業
の
対
象
と
な

る
な
ど
自
立
し
た
活
動
が
難
し
く
な

り
、
新
た
な
方
向
性
へ
見
直
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

若
年
層
で
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て

い
る
方
へ
の
医
療
訓
練
終
了
後
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
支

援
策
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

  

国
が
定
期
接
種
化
を
め
ざ
し
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
補
助
を
予
算
化

し
ま
し
た
。
細
菌
性
髄
膜
炎
か
ら
子

ど
も
を
守
る
た
め
に
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。　

 
昨
年
11
月
、「
円
高
・
デ
フ
レ
対

応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
」

と
し
て
、
子
宮
頚
が
ん
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
促
進
を
含
む
補
正
予
算
が

成
立
し
ま
し
た
。
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
事
業
は
、
市

の
重
点
施
策
で
あ
る
子
育
て
支
援
策

と
し
て
重
要
と
考
え
て
お
り
、
で
き

る
限
り
早
い
時
期
に
国
の
制
度
に
基

づ
い
た
接
種
補
助
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

 

命
を
つ
な
ぐ
た
め
、
多
く
の
人

が
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
三
田
市
で
は
、
国
民
健

康
保
険
証
の
裏
面
で
意
思
表
示
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と

啓
発
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

 

臓
器
移
植
法
の
改
正
に
よ
り
、

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
ほ

か
に
、
例
え
ば
運
転
免
許
証
な
ど
へ

の
意
思
表
示
の
記
載
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
三
田
市
で
は
、
法
改
正
の

趣
旨
を
踏
ま
え
平
成
22
年
12
月
か
ら

交
付
し
て
い
る
国
民
健
康
被
保
険
者

証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示

欄
を
設
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

 

地
元
組
合
が
特
定
業
務
代
行
者

の
募
集
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
規
模

を
縮
小
し
て
事
業
提
案
を
し
た
企
業

が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
市
の
負

担
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

 

昨
年
10
月
、
地
元
準
備
組
合
が

募
集
し
て
い
た
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
を

一
括
し
て
事
業
推
進
す
る
特
定
業
務

代
行
者
に
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
事
業
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
の
提
案
は
、
全
体
の
規
模
を
当

初
の
３
分
の
２
に
し
、
地
上
14
階
、

１
階
は
店
舗
、
２
階
以
上
は
住
宅

で
す
。
規
模
縮
小
に
伴
い
、
道
路
を

含
め
市
の
負
担
額
は
約
９
億
７
千
万

円
に
減
り
ま
し
た
。
全
体
事
業
費
は

当
初
の
１
０
８
億
円
が
約
60
億
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

市
内
の
持
ち
家
に
つ
い
て
、
転

居
な
ど
に
よ
り
空
家
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
空
家
を
子
育
て
世

代
に
貸
す
制
度
な
ど
有
効
利
用
し
て

は
ど
う
で
す
か
？

 

住
宅
は
、
所
有
者
に
よ
る
適
切

な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

何
ら
か
の
理
由
で
長
期
間
空
家
に
さ

れ
る
こ
と
で
防
災
・
防
犯
面
で
近
隣

の
住
民
の
方
に
不
安
を
与
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
11
月
か
ら
㈱
北
摂
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、「
留
守

宅
巡
回
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
所
有
者
の
意
向
に
も
よ

り
ま
す
が
、
空
家
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
は
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
行
政
の
役
割
、
方
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
で
人
と
人
と
の
き
ず
な
を

つ
く
る
た
め
に
自
治
会
の
は
た
す
役

割
は
重
要
で
す
。
し
か
し
、
市
民
の

自
治
会
離
れ
が
進
み
、
自
治
会
だ
け

で
は
対
策
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す

が
？

 

自
治
会
の
加
入
促
進
、
退
会
防

止
は
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で

す
。
昨
年
か
ら
区
長
・
自
治
会
長
連

合
会
が
作
成
し
た
加
入
促
進
チ
ラ
シ

を
市
民
課
で
転
入
さ
れ
た
方
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
自
治
会
活
動
な
ど
の
掲
載

や
、
市
内
の
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
紹
介
を
行
う
な
ど
自
治
会
の
魅
力

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
、
住
宅
な
ど
の
建
築
主
や
開
発
事

業
者
に
対
し
て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る

な
ど
、
市
と
し
て
自
治
会
加
入
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動

の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。ま
た
、

防
災
士
の
資
格
な
ど
を
持
つ
市
民
の

会
「
三
田
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
会
」
と

の
連
携
の
現
状
は
？

 

市
内
で
は
、
48
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
地
域
か
ら
の
要

望
に
よ
っ
て
火
災
消
火
訓
練
や
避
難

訓
練
な
ど
の
実
施
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
、
市
内
28
か
所
の
一
時

避
難
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災
倉
庫

の
器
具
点
検
な
ど
を
通
じ
て
連
携
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

市
は
国
土
交
通
省
の
交
付
金
を

活
用
し
て
南
が
丘
地
区
や
市
営
住
宅

周
辺
の
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

ま
す
か
？

 

南
が
丘
地
区
は
、
老
朽
化
し
た

市
営
住
宅
や
道
路
、
水
路
、
下
水
な

ど
に
課
題
が
あ
っ
た
た
め
平
成
16
〜

20
年
度
に
か
け
て
一
体
的
に
整
備
し

ま
し
た
。
整
備
計
画
に
掲
げ
た
「
暮

ら
し
の
豊
か
さ
度
」「
集
会
所
の
利

用
率
」「
住
民
活
動
の
参
加
率
」「
歩

行
者
空
間
の
満
足
度
」
の
各
指
標
の

効
果
を
判
断
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

高
い
住
民
満
足
度
が
確
認
で
き
、
地

域
に
と
っ
て
も
三
田
市
に
と
っ
て
も

良
い
整
備
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

今
年
５
月
に
「
全
国
花
の
ま
ち

づ
く
り
三
田
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
深
田
公
園
を
花
の

基
地
と
し
て
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
？

 

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

推
進
協
議
会
」
か
ら
の
依
頼
が
あ

り
、
今
年
５
月
に
第
17
回
全
国
花
の

ま
ち
づ
く
り
地
方
大
会
を
三
田
市
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
深
田
公

園
は
、
フ
ラ
ワ
ー
タ
ウ
ン
の
中
心
部

に
あ
り
、
駅
か
ら
も
近
く
、
人
と
自

然
の
博
物
館
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と

か
ら
大
会
を
契
機
と
し
て
記
念
花
壇

の
設
置
場
所
と
し
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ー 会議録検索システムで、質問、答弁の全てをご覧いただけます。また、議会インターネット録画中継で定例会本会議の模様をご覧いただけます。 ー
一般質問の詳しい情報はこちらへ　　　ホームページ http://www.city.sanda.lg.jp

市
長
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

ど
う
考
え
ま
す
か
？

ボ
ク
に
も
家
族
が
ほ
し
い
！

　
　

キ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

厳
し
い
就
活

三
田
市
の
雇
用
対
策
は
？

補
修
費
が
か
さ
む
コ
ミ
プ
ラ

公
共
下
水
道
へ
統
合
を
！

あ
ぶ
な
い
っ
！

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
は
？

生
ご
み
堆
肥
化
に
向
け
た

　

市
民
の
つ
な
が
り
は
？

多
重
債
務
者
の
生
活
再
建
を

三
田
駅
前
再
開
発
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

い
よ
い
よ
正
念
場

み
ん
な
で
自
治
会

　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

自
分
の
地
域
の
安
全

　

自
分
た
ち
の
手
で

三
田
を
花
い
っ
ぱ
い
に

　
　

花
の
ま
ち
づ
く
り

良
く
な
っ
た
？
南
が
丘
地
区

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
で

　
　
　

高
い
学
習
効
果
を

大
事
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
支
援

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

さ
ら
に
充
実
を

心
配
で
す
。
ま
ち
の
空
家
…

命
を
つ
な
ぐ

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

三田駅前Ｂブロック地区

Bブロック

JR三田駅

キッピーモール

保全ゾーン

テクノパーク

第 2テクノパーク

企業誘致ゾーン

　

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
蔵
書
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
電
子
図
書
館
が
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
と
ス

ペ
ー
ス
の
削
減
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。　

 

現
在
、
携
帯
型
端
末
の
普
及
や

ケ
ー
タ
イ
小
説
の
流
行
な
ど
出
版
や

流
通
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
ま

す
。
自
治
体
の
図
書
館
と
し
て
も
Ｉ

Ｔ
技
術
の
動
向
を
み
て
、
サ
ー
ビ
ス

充
実
と
効
率
的
な
運
営
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

電
子
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書

ス
ペ
ー
ス
の
削
減
や
コ
ス
ト
削
減
な

ど
の
効
果
と
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
や

管
理
経
費
な
ど
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

 

小
学
校
や
中
学
校
で
は
「
学
校

徴
収
金
」
と
し
て
給
食
費
を
学
校
で

集
金
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
務
が
学

校
現
場
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら

市
で
徴
収
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

 

公
会
計
に
な
れ
ば
、
教
育
委
員

会
か
ら
保
護
者
へ
直
接
給
食
費
を
請

求
し
、
口
座
振
替
な
ど
で
集
金
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
口
座
振
替
手
数
料
の
保
護
者

便
利
に
な
る
か
も

ネ
ッ
ト
で
図
書
館

ま
す
。

ボ
ク
に
も

家
族
が
ほ
し
い
。

給
食
費
の
集
金

市
で
集
め
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

平成23年2月1日 （5） 第104号 第104号 平成23年2月1日 （4）



TEL：079-559-5162（直通）　FAX：079-564-2992　E-mail：gikai_u@city.sanda.lg.jp

声の議会だよりを発行しています。ご希望の方は、議会事務局までお問い合わせください。
また、12 月定例会本会議の議会インターネット録画中継（市ホームページの市議会情報からアクセス）も行っています。
議会報の内容はもちろん、市議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。

クイズの答え (3) 傍聴

議
会
を

見
て
！
聞
い
て
！

三田市のマスコット
「キッピー」

第３０９回(１２月)定例会 議案の審議結果 議員数は23名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は22名です。
（○…賛成　△…継続審査に賛成　×…反対）

議　 案 (件名)

請　　　   願

陳　　　   情

会　　　　　派
議決結果

可決
（賛成19・反対3） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
（賛成19・反対3）

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

三田市総合文化センター郷の音ホールについての要望書（生活文教）／三田市総合文化センターの運営に対しての陳情書（生活文教）／永住外国人住民の地方自治体に関する陳情書（企画総
務）／市民病院の存続にかかわる赤字改善に関する陳情書（企画総務）／駅前再開発に関する陳情書（都市環境）／子育て支援についての要望書（生活文教）

保育制度改革に関する意見書提出を求める請願書

議員定数の削減に関する請願書

平成22年度一般会計補正予算（第３号）

平成22年度一般会計補正予算（第４号）／国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）／農業共済事業特別会計補
正予算（第１号）／老人保健医療事業特別会計補正予算（第１号）／介護保険事業特別会計補正予算（第２号・第３号）／
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）／市民病院事業会計補正予算（第1号）

市立学校施設目的外使用条例の一部を改正する条例／子育て支援のための医療費の助成に関する条例／市営住宅の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例／火災予防条例の一部を改正する条例／手数料条例の一部を改正する条例／特別
職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例／市議会議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例

予
　
算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続審査 △ △ △ × △ △ △ △

継続審査 △ △ △ △ △ △ △ △

一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

庁内事務用ノートパソコンの取得／障害児療育センターの管理に係る指定管理者の指定／総合福祉保健センターの管
理に係る指定管理者の指定

教育委員会委員（虫明清子氏）の任命につき同意を求めること

そ
の
他

条
　
例

議決結果 真正会 新　政
みらい 公明党 自由

民主党 盟友会 無会派

議員提出議案
北朝鮮による韓国・延坪島（ヨンビョンド）への砲撃に抗議する決議 否決

（賛成3・反対19） × × × ○ × × × ×

議決結果 真正会 新　政
みらい 公明党 自由

民主党 盟友会 無会派

真正会 新　政
みらい 公明党 日本

共産党
民主党
三田

日本
共産党

民主党
三田

日本
共産党

民主党
三田

自由
民主党 盟友会 無会派

（　）は審査した委員会。陳情は委員会審査のみ行っており、採択・不採択などの結果は出していません。

　本会議や委員会を見たり聞いたり
　することを何というでしょうか？

（1）見学　　（2）参観　　（3）傍聴
※正解はこのページの右下です。

　市議会では、市の計画や仕事について、
詳しく検討やチェックをしています。
　また、市民を代表する議員により、まち
づくりの方針やくらしに関連する制度・事
業についての質問や市民サービス向上のた
めの提案を行ったりしています。
　議会の傍聴は、本会議はもとより、委
員会も傍聴できます。
　どなたでも傍聴できますので、ぜひ、傍
聴にお越しください。
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傍
聴
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は
い

お
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れ
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で
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た
お
越
し
く
だ
さ
い
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帰
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
証
を
返
し
ま
す
。

みんな熱心に
三田のことについて
議論しているなぁ。

議 会 ク イ ズ

　次回の定例会は、次の日程で行う予定です。3月
定例会は、新年度予算を決める大切な議会。
　多くの皆さんのお越しをお待ちしています。
２月２２日　本会議第１日 市長の議案提案理由説明
２月２４日　正午 請願書・陳情書しめきり
３月  ２日　本会議第２日 議員による質問（会派代表）
３月  ３日　本会議第３日 議員による質問（個人）
３月  ４日・７日・８日 常任委員会審査
 議案の審査
３月１０日　本会議第４日 議案の表決
３月１４日～１8日 予算特別委員会
 新年度予算案の審査
３月２５日　本会議第５日 新年度予算案の表決
　本会議及び常任委員会・議会運営委員会は、市役
所本庁舎２階の議場・議会会議室で行います。
　予算特別委員会は、西３号庁舎（旧市民会館）３
階で行います。

議会からおしらせです

3月
定例会
の予定

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

3 月

[委 員 長]  美藤　和広 

[副委員長]  笠谷　圭司

[委　　員]  長谷川美樹 福田　秀章

 野上　和雄 坂本　三郎

 平野　菅子 厚地　弘行

 岡田　秀雄

　“議会”の文字を左右ひっくり返すと、“会

議”になります。“議会”“議会”“議会”

と連続して唱えたら、いつの間にか“会議”

になっていませんか？

　そうです。会議で議論を尽くす。その先

にある答えが、市民の皆さまの生活に直

結する。それが議会です。

　議会報では、こうした議会の

会議を、分かりやすくお伝えして

いきます。　　　　　　　

議会報編集委員会から

第104号 平成23年2月1日 （6）




